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歳
出
削
減
効
果
が
一
層
緩
む

デ
ル
・
ネ
ロ
会
長
も
同
件
の

捜
査
対
象
と
な
っ
て
い
た

が
、
伯
国
に
い
る
た
め
に
、

米
国
で
の
裁
判
に
は
か
け
ら

れ
て
い
な
い
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
側
は
、「
汚
職

計
画
に
関
与
し
た
と
い
う
決

定
的
な
証
拠
が
な
い
」
と
い

う
理
由
で
、
デ
ル
・
ネ
ロ
氏

に
は
直
接
的
な
処
分
を
下
し

て
い
な
か
っ
た
が
、
本
人
は

逮
捕
を
さ
け
る
た
め
に
伯
国

の
外
に
は
出
な
い
よ
う
に
す

る
な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
い

た
。
こ
の
件
で
デ
ル
・
ネ
ロ

氏
は
、
１
５
年
１
２
月
か
ら

１
６
年
４
月
ま
で
自
ら
休
職

し
て
い
た
。

　

だ
が
、
現
在
米
国
で
進
展

中
の
マ
リ
ン
被
告
ら
へ
の
裁

判
で
は
、
デ
ル
・
ネ
ロ
氏
を

巡
る
疑
惑
も
次
々
と
浮
上
し

て
い
る
。

　

ひ
と
つ
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
の
企
業
「
ト
ル
ネ
オ
ス
・

イ
・
コ
ン
ペ
テ
ン
シ
ア
ス
」

の
元
従
業
員
、
ホ
セ
・
エ
ラ

　
【
既
報
関
連
】
１
年
に
わ
た
る
議
論
の
末
、
正
式
に
社
会
保
障
制
度
改
革
の
年
内

採
決
の
可
能
性
は
潰
え
、
政
府
は
来
年
２
月
１
９
日
の
下
院
採
決
を
目
指
す
方
針

と
な
っ
た
と
１
４
日
付
伯
字
紙
各
紙
は
報
じ
た
。

さ
れ
た
の
は
、
連
邦
検
察
庁

が
提
示
し
た
、
テ
メ
ル
大
統

領
に
対
す
る
２
回
に
わ
た
る

起
訴
に
対
し
、
議
会
が
捜
査

継
続
を
棄
却
し
た
後
だ
っ
た
。

　

原
案
で
は
、
成
立
後
の

１
０
年
間
で
６
千
億
レ
の

歳
出
削
減
効
果
を
見
込
ん

で
い
た
が
、
そ
の
効
果
は
、

特
別
委
員
会
で
の
合
意
が

成
立
し
た
５
月
の
時
点
で

４
８
０
０
億
レ
に
落
ち
て
い

た
。

　

議
論
を
再
開
す
る
た
め
、

５
月
に
合
意
さ
れ
、
現
在
審

議
中
の
改
革
案
で
は
、
最
低

年
金
負
担
（
積
立
）
年
数
を

現
行
の
１
５
年
の
ま
ま
と
す

る
こ
と
を
受
け
入
れ
、
農
業

年
金
や
、
高
齢
者
、
身
障
者

に
対
す
る
特
別
恩
給
（
Ｂ
Ｐ

Ｃ
）
の
条
件
も
据
え
置
き
と

さ
れ
た
。
政
府
は
さ
ら
に
、

０
３
年
よ
り
前
に
採
用
さ
れ

た
公
務
員
へ
の
年
金
受
給
条

件
を
緩
和
す
る
事
が
濃
厚

だ
。

　
エ
ン
リ
ケ
・
メ
イ
レ
レ
ス
財

相
は
、
政
府
は
改
革
案
の
微

調
整
を
行
い
は
す
る
が
、
伯

　

聖
市
〜
パ
ラ
ナ
州
ク
リ

チ
ー
バ
間
を
つ
な
ぐ
高
速

道
と
し
て
知
ら
れ
る
レ
ジ

ス
・
ビ
ッ
テ
ン
コ
ー
ト
高
速

道
の
最
後
の
複
線
化
工
事
が

終
了
し
、
来
週
に
も
正
式
に

使
用
さ
れ
る
見
通
し
だ
と
い

う
。
こ
の
高
速
道
は
か
ね
て

か
ら
交
通
事
故
に
よ
る
死

国
経
済
の
行
方
の
障
害
に
な

る
よ
う
な
内
容
は
受
け
入
れ

ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
。
フ
ァ

ビ
オ
・
カ
ン
チ
ュ
ッ
ク
財
務

省
経
済
政
策
局
長
も
、「
社

会
保
障
制
度
改
革
が
成
立
し

な
か
っ
た
ら
、
来
年
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
成
長
率
は
現
行
の
３
％
か

ら
、２
・８
５
％
（
共
に
予
測
）

に
落
ち
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ

た
。

　

国
内
大
手
の
ブ
ラ
デ
ス
コ

銀
行
頭
取
で
経
営
審
議
会
議

長
の
ル
イ
ス
・
ト
ラ
ブ
コ
・

カ
ッ
ピ
氏
は
、「
社
会
保
障
制

度
改
革
は
選
挙
よ
り
も
重
要

だ
。
テ
メ
ル
大
統
領
は
ま
だ
、

改
革
達
成
の
た
め
の
政
治
的

余
力
を
残
し
て
い
る
」
と
語
っ

た
。

　

採
決
の
来
年
持
ち
越
し
が

確
実
と
な
っ
た
１
４
日
、
レ

ア
ル
は
対
ド
ル
で
前
日
比
０
・

議
員
説
得
へ
、更
に
譲
歩
必
要

デ
ィ
ォ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
氏
が

１
１
月
に
、
グ
ロ
ー
ボ
局
の

元
理
事
や
デ
ル
・
ネ
ロ
氏
に

支
払
っ
た
賄
賂
の
分
配
表
を

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
裁
判
所
に
提

出
し
た
こ
と
だ
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
デ
ル
・
ネ
ロ
氏
は
、

コ
パ
・
ア
メ
リ
カ
や
リ
ベ
ル

タ
ド
ー
レ
ス
杯
、
ブ
ラ
ジ
ル

杯
な
ど
に
関
す
る
事
業
契
約

で
６
５
０
万
ド
ル
の
収
賄
を

受
け
て
い
た
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、
１
４
日
に
行
わ

れ
た
公
判
で
、
マ
リ
ン
被
告

　

マ
リ
ン
前
会
長
は

２
０
１
３
年
頃
に
、

２
０
１
６
年
に
開
催
さ
れ
た

コ
パ
・
ア
メ
リ
カ
１
０
０
周

年
記
念
大
会
や
リ
ベ
ル
タ

ド
ー
レ
ス
杯
な
ど
に
関
し
、

他
の
南
米
諸
国
の
サ
ッ
カ
ー

協
会
運
営
者
ら
も
含
む
、
収

賄
や
資
金
洗
浄
な
ど
に
関

わ
っ
た
容
疑
で
、
２
０
１
５

年
に
ス
イ
ス
で
逮
捕
さ
れ
、

後
に
米
国
に
移
送
さ
れ
た
。

　

国
際
サ
ッ
カ
ー
協
会
（
Ｆ

Ｉ
Ｆ
Ａ
）
は
１
５
日
、
ブ
ラ

ジ
ル
・
サ
ッ
カ
ー
連
盟
（
Ｃ

Ｂ
Ｆ
）
の
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
・

デ
ル
・
ネ
ロ
会
長
に
対
し
、

９
０
日
間
の
職
務
停
止
命
令

を
下
し
た
。
１
５
日
付
伯
字

紙
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

こ
の
決
定
は
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
の

倫
理
委
員
会
が
下
し
た
も
の

で
、
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

行
わ
れ
て
い
る
、
ジ
ョ
ゼ
・

マ
リ
ア
・
マ
リ
ン
前
会
長
の

裁
判
で
の
証
言
な
ど
に
基
づ

い
て
の
決
定
だ
っ
た
。 収

賄
工
作
を
指
揮
し
た
容
疑
で

鶏・豚
肉
輸
出
は
２
０
万
ト
ン
減
？

前
会
長
の
裁
判
で
新
事
実
発
覚

の
弁
護
人
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

ス
テ
ィ
ル
マ
ン
氏
か
ら
「
ト

ル
ネ
オ
ス
・
イ
・
コ
ン
ペ

テ
ン
シ
ア
ス
か
ら
の
収
賄
に

関
し
て
最
終
的
に
実
行
の
決

定
を
下
し
た
の
は
、
当
時
副

会
長
だ
っ
た
デ
ル
・
ネ
ロ
氏

だ
っ
た
」
と
の
証
言
が
飛
び

出
し
た
。

　

裁
判
資
料
は
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
に

も
送
付
さ
れ
て
お
り
、
一
旦

お
蔵
入
り
と
な
っ
た
デ
ル
・

ネ
ロ
氏
に
関
す
る
調
査
が
再

開
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た

途
端
の
証
言
は
、
職
務
停
止

処
分
の
決
め
手
と
な
っ
た
。

　

当
面
の
Ｃ
Ｂ
Ｆ
会
長
は
、

副
会
長
の
中
で
も
最
年
長
の

ア
ン
ト
ニ
オ
・
カ
ル
ロ
ス
・

ヌ
ー
ネ
ス
（
通
称
コ
ロ
ネ
ル
・

ヌ
ー
ネ
ス
）
氏
が
代
行
す
る
。

デ
ル
・
ネ
ロ
氏
へ
の
処
分
は
、

４
５
日
間
延
長
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
。

た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
改
革

内
容
の
譲
歩
が
必
要
だ
と
政

府
は
認
識
し
て
い
る
。

　

ロ
ド
リ
ゴ
・
マ
イ
ア
下
院

議
長
（
民
主
党
・
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）

は
、「
２
〜
４
月
ま
で
に
採

決
を
終
え
ら
れ
れ
ば
、
社
会

保
障
制
度
改
革
を
来
年
の
総

選
挙
の
争
点
か
ら
外
す
事
が

出
来
る
。
有
権
者
は
、
各
議

員
が
採
決
時
に
ど
う
し
た
か

を
知
っ
た
上
で
投
票
し
た
い

だ
ろ
う
」
と
発
言
し
た
。

　

社
会
保
障
制
度
改
革
は
昨

年
１
２
月
５
日
に
議
会
で
正

式
に
議
論
が
始
ま
り
、
今
年

５
月
に
は
特
別
委
員
会
を
通

過
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
同
月
の
Ｊ
Ｂ
Ｓ

シ
ョ
ッ
ク
で
政
界
に
激
震
が
走

る
と
、
改
革
の
動
き
は
ほ
ぼ

半
年
に
わ
た
っ
て
停
止
し
た
。

よ
う
や
く
そ
の
動
き
が
再
開

デル・ネロＣＢＦ会長
（Fabio Rodrigues Pozzebom/ Agência Brasil）

記者団に囲まれるメイレレス財相
（Wilson Dias/Agência Brasil）

「
選
挙
よ
り
重
要
」大
手
銀
行
幹
部

６
％
下
落
し
、
１
ド
ル
＝
３
・

３
３
６
５
レ
と
な
っ
た
。
こ

れ
は
５
月
の
Ｊ
Ｂ
Ｓ
シ
ョ
ッ
ク

直
後
に
記
録
し
た
１
ド
ル
＝

３
・３
８
９
レ
に
次
ぐ
レ
ア
ル

安
水
準
だ
。

　

メ
イ
レ
イ
レ
ス
財
相
は
同

日
、
信
用
格
付
会
社
へ
の
説

明
も
試
み
た
。

者
が
多
い
道
路
と
し
て
知
ら

れ
て
い
た
が
、
こ
の
た
び
、

３
４
９
キ
ロ
〜
３
５
３
キ

ロ
、
３
５
６
キ
ロ
〜
３
５
１

キ
ロ
間
の
合
計
約
１
０
キ
ロ

ほ
ど
で
、
複
線
化
工
事
が
終

了
し
た
。
元
々
は
ル
ー
ラ
政

権
時
代
に
国
の
事
業
と
し
て

は
じ
め
ら
れ
、
２
０
１
３
年

に
完
成
予
定
だ
っ
た
が
、
４

年
遅
れ
で
の
完
成
と
な
っ

た
。こ
れ
か
ら
は
ち
ょ
う
ど
、

ク
リ
ス
マ
ス
や
新
年
に
向
け

て
車
の
量
が
増
え
る
タ
イ
ミ

ン
グ
で
も
あ
る
の
で
、
自
動

車
利
用
者
に
と
っ
て
は
嬉
し

い
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
は
あ
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

伯
国
で
は
現
在
、
社
会
保

障
制
度
改
革
法
案
の
議
会
で

の
承
認
が
な
か
な
か
進
ま
な

い
こ
と
が
連
日
報
じ
ら
れ
て

い
る
が
、
お
隣
の
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
で
も
状
況
は
全
く
同
じ

だ
。
１
４
日
、
首
都
ブ
エ
ノ

ス
・
ア
イ
レ
ス
で
は
、
国
民

に
よ
る
大
規
模
な
デ
モ
が
発

生
。
そ
の
影
響
で
、
同
国
議

会
で
行
わ
れ
る
は
ず
だ
っ
た

承
認
投
票
を
マ
ク
リ
大
統
領

が
と
り
や
め
た
。
長
寿
化

は
世
界
的
な
傾
向
だ
が
、
長

き
に
わ
た
る
左
翼
政
権
が
終

わ
り
、
中
道
右
派
の
政
権
に

な
っ
た
両
国
に
は
避
け
ら
れ

な
い
宿
命
か
。
先
に
承
認
さ

れ
る
の
は
ど
ち
ら
の
国
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

今
日
１
６
日
、
サ
ッ
カ
ー

界
で
今
年
最
後
の
大
き
な
国

際
試
合
と
な
る
ク
ラ
ブ
Ｗ

杯
決
勝
が
行
わ
れ
、
欧
州
王

者
の
レ
ア
ル
・
マ
ド
リ
ッ

ド
と
南
米
王
者
、
伯
国
の
グ

レ
ミ
オ
が
対
戦
す
る
。
こ
の

模
様
は
グ
ロ
ー
ボ
局
で
午
後

３
時
か
ら
生
中
継
さ
れ
る
。

２
０
１
２
年
の
コ
リ
ン
チ
ャ

ン
ス
以
来
、
伯
国
の
チ
ー
ム

が
５
年
ぶ
り
に
世
界
王
者
に

な
る
チ
ャ
ン
ス
。
健
闘
を
祈

り
た
い
と
こ
ろ
だ
。

　

世
界
的
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と

な
っ
た
「
２
１
世
紀
の
資
本
」

で
知
ら
れ
る
、
フ
ラ
ン
ス
人

経
済
学
者
の
ト
マ
・
ピ
ケ
テ
ィ

氏
が
率
い
る
研
究
グ
ル
ー
プ

の
調
査
に
よ
る
と
、
伯
国
の

経
済
格
差
の
大
き
さ
は
世
界

有
数
で
、
中
東
諸
国
に
次
ぎ
、

イ
ン
ド
や
サ
ハ
ラ
砂
漠
以
南

諸
国
と
同
じ
水
準
で
あ
る
事

が
わ
か
っ
た
と
、
１
４
、１
５

日
付
伯
字
各
紙
・
サ
イ
ト
が

報
じ
た
。

　

１
４
日
に
発
表
さ
れ
た

世
界
格
差
調
査
に
よ
る

と
、
２
０
１
６
年
の
伯
国

で
は
、
経
済
的
に
豊
か
な

上
位
１
０
％
が
、
全
体
の

富
の
５
５
％
を
所
有
し
て
い

た
。
他
方
、
貧
し
い
方
か
ら

５
０
％
の
人
が
所
有
し
て
い

た
富
は
、わ
ず
か
１
２
％
だ
っ

た
。

　

同
調
査
に
よ
る
と
、
上
位

１
０
％
が
所
有
す
る
富
の
比

率
が
伯
国
よ
り
も
高
か
っ
た

の
は
、
６
１
％
の
中
東
諸
国

の
み
で
、
５
５
％
の
イ
ン
ド

と
５
４
％
の
サ
ハ
ラ
砂
漠
以

南
諸
国
は
同
水
準
だ
っ
た
。

米
国
と
カ
ナ
ダ
の
ブ
ロ
ッ
ク
は

４
７
％
、
ロ
シ
ア
は
４
６
％
、

中
国
は
４
１
％
、
欧
州
諸
国

は
３
７
％
だ
っ
た
。

　

同
じ
１
４
日
に
は
調
査
の

基
と
な
っ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が

公
開
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
伯
国
で
は
上
位
１
％
の

人
（
１
４
０
万
人
）
が
全
体

の
富
の
２
７
・
８
％
を
所
有

し
て
い
た
。

　
こ
れ
は
２
０
１
５
年
の
数

値
で
、
伯
国
の
数
値
は
調
査

対
象
と
な
っ
た
他
の
ど
の
国

よ
り
も
高
か
っ
た
。
ま
た
、

２
０
０
１
年
は
２
５
％
だ
っ

た
事
と
比
べ
る
と
、
富
の
集

中
化
が
進
ん
で
い
る
。

　

伯
国
以
降
は
、
ト
ル

コ
（
２
３
・
４
％
）、
イ

ラ
ク
（
２
２
％
）、
イ
ン
ド

（
２
１
・
７
％
）、
コ
ロ
ン
ビ
ア

（
２
０
・
４
％
）、
米
国
、
ロ

シ
ア
（
共
に
２
０
・
２
％
）、

南
ア
フ
リ
カ
（
１
９
・２
％
）、

エ
ジ
プ
ト
（
１
９
・
１
％
）

が
続
く
。

　

伯
国
、
中
東
諸
国
、
サ
ハ

ラ
砂
漠
以
南
諸
国
で
は
、
米

国
や
欧
州
で
起
き
た
よ
う
な

格
差
是
正
の
た
め
の
統
治
体

制
は
一
度
も
生
じ
た
事
が
な

く
、「
非
常
に
激
し
い
経
済

格
差
が
安
定
的
に
続
い
て
き

た
」
と
研
究
者
た
ち
は
語
っ

て
い
る
。

　

伯
国
動
物
性
蛋
白
質
協
会

（
Ａ
Ｂ
Ｐ
Ａ
）
が
１
３
日
、

今
年
の
鶏
肉
と
豚
肉
の
輸
出

量
は
４
３
２
万
ト
ン
で
、
昨

年
よ
り
１
％
減
る
が
、
金
額

は
昨
年
比
６
％
増
の
７
２
億

ド
ル
に
達
す
る
見
込
み
と
発

表
し
た
と
１
３
日
付
Ｇ
１
サ

イ
ト
が
報
じ
た
。
伯
国
は
世

界
有
数
の
食
肉
生
産
国
で
、

鶏
肉
の
場
合
は
全
世
界
の
輸

出
量
の
４
０
％
を
占
め
る
。

　

だ
が
、
Ａ
Ｂ
Ｐ
Ａ
に
よ
る

と
、
カ
ル
ネ
・
フ
ラ
ッ
カ
作

戦
の
影
響
が
な
け
れ
ば
、
鶏

肉
と
豚
肉
の
輸
出
量
は
あ
と

２
０
万
ト
ン
増
え
て
い
た
と

い
う
。
同
協
会
で
は
、
今
年

３
月
に
連
警
が
行
っ
た
、
食

肉
業
界
の
不
正
を
摘
発
す
る

カ
ル
ネ
・
フ
ラ
ッ
カ
作
戦
は

国
内
外
に
深
刻
な
不
信
感
を

植
え
付
け
、
鶏
肉
や
豚
肉
の

輸
出
に
も
大
き
な
影
響
が
出

た
と
見
て
い
る
。

　

Ａ
Ｂ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
と
、
今

年
の
鶏
肉
の
生
産
量
は
昨
年

比
１
・
２
％
増
の
１
３
０
万

５
６
０
０
ト
ン
で
、
国
民
１

人
あ
た
り
の
消
費
量
は
、
昨

年
比
１
・
８
％
増
の
年
４
２

キ
ロ
と
見
て
い
る
。

　

Ａ
Ｂ
Ｐ
Ａ
は
景
気
回
復
傾

向
を
鑑
み
て
、
１
８
年
の
鶏

肉
の
生
産
量
は
今
年
の
実
績

を
２
〜
４
％
上
回
り
、
輸
出

量
も
今
年
よ
り
３
％
増
え
る

と
見
込
ん
で
い
る
。

　

一
方
、
１
４
日
付
ア
ジ
ェ

ン
シ
ア
・
ブ
ラ
ジ
ル
に
よ
る

と
、
地
理
統
計
院
（
Ｉ
Ｂ
Ｇ

Ｅ
）
は
１
４
日
、
第
３
四
半

期
の
牛
と
豚
、
鶏
の
屠
殺
量

は
、
前
四
半
期
比
で
も
昨
年

同
期
比
で
も
増
え
た
と
発
表

し
た
。

　

牛
の
屠
殺
量
は
前
四
半
期

比
で
７
・
６
％
、
昨
年
同
期

比
で
９
％
増
の
７
９
８
万

頭
だ
っ
た
。
豚
の
場
合
は

前
四
半
期
比
３
・
９
％
、
昨

年
同
期
比
２
・
９
％
増
の

１
１
０
３
万
頭
、
鶏
の
場
合

は
前
四
半
期
比
３
・
３
％
、

昨
年
同
期
比
で
は
ほ
ぼ
増
減

な
し
の
１
４
億
７
千
万
羽

だ
っ
た
。

　

ま
た
、
牛
乳
の
生
産
量

は
前
四
半
期
比
９
・
１
％
、

昨
年
同
期
比
５
・
４
％
増
の

６
１
億
６
千
万
リ
ッ
ト
ル

で
、
皮
の
生
産
量
も
、
前

四
半
期
比
６
・
３
％
、
昨

年
同
期
比
４
・
８
％
増
の

８
７
０
万
枚
だ
っ
た
。

　

卵
の
生
産
量
は
、
前
四
半

期
２
・
７
％
、
昨
年
同
期
比

７
・
７
％
増
の
８
億
３
９
４

０
万
ダ
ー
ス
だ
っ
た
。

　

屠
殺
量
の
増
加
は
、
カ
ル

ネ
・
フ
ラ
ッ
カ
や
不
況
に
伴

う
失
業
率
上
昇
、
所
得
減
に

伴
う
購
買
力
低
下
と
い
っ
た

影
響
か
ら
牧
畜
業
界
が
抜
け

出
し
て
き
て
い
る
証
拠
で
、

伯
国
経
済
が
徐
々
に
回
復
し

て
き
て
い
る
事
を
示
す
例
の

一
つ
と
い
え
そ
う
だ
。

　

ド
イ
ツ
に
本
社
を
置
く
自

動
車
大
手
の
フ
ォ
ル
ク
ス

ワ
ー
ゲ
ン
が
１
４
日
、
同
社

の
伯
国
支
社
が
、
軍
事
政
権

下
の
１
９
６
４
〜
１
９
８
５

年
に
、
当
時
の
伯
国
軍
事
政

権
に
忠
誠
を
尽
く
し
、
反
政

府
的
な
労
働
者
の
逮
捕
な
ど

に
協
力
し
て
い
た
こ
と
を
認

め
た
。
１
５
日
付
伯
字
紙
が

報
じ
て
い
る
。

　

同
社
が
ド
イ
ツ
の
歴
史
学

者
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
コ
ッ

パ
ー
氏
に
依
頼
し
た
調
査
の

報
告
書
は
、
１
４
日
に
伯
国

と
ド
イ
ツ
で
公
開
さ
れ
た
。

　

報
告
書
に
よ
る
と
、
１
９

７
２
年
頃
、
大
聖
市
圏
サ
ン

ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ド
・
カ
ン
ポ

に
あ
る
同
社
工
場
は
、
反
政

府
的
な
労
働
者
７
人
の
逮
捕

に
協
力
し
、
最
低
で
も
１
人

は
敷
地
内
で
拷
問
を
受
け
た

こ
と
が
わ
か
っ
た
と
い
う
。

　

コ
ッ
パ
ー
氏
に
よ
る
と
、

１
９
６
４
年
に
軍
事
政
権
が

生
ま
れ
た
当
時
は
、
同
社
も

軍
事
政
権
を
支
援
し
て
い
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
同

政
権
の
経
済
政
策
で
大
き
な

利
益
を
上
げ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
圧
制
が
強
ま
れ
ば
強
ま

る
ほ
ど
同
政
権
へ
の
評
価
を

上
げ
て
い
っ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
同
社
の
警
備
員
た

ち
が
、
社
内
で
の
政
治
運
動

や
組
合
の
活
動
な
ど
を
監
察

し
、
軍
部
に
密
告
し
て
い
た

こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

同
社
で
は
、
こ
の
報
告
書

の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
と

共
に
、
軍
政
で
犠
牲
と
な
っ

た
人
々
を
悼
む
プ
レ
ー
ト
を

設
置
し
た
が
、
同
社
の
ア
ン

シ
エ
ッ
タ
工
場
の
前
で
は
抗

議
運
動
も
起
き
た
。
同
社
は

当
時
被
害
に
あ
っ
た
労
働
者

へ
の
賠
償
も
検
討
し
て
い
る

と
い
う
。

年内の下院採決不可能に
　

社
会
保
障
制
度
改
革
は
国

家
財
政
健
全
化
の
た
め
に
避

け
て
通
れ
な
い
道
と
す
る
政

府
だ
が
、
反
対
勢
力
と
の
折

衝
で
譲
歩
を
強
い
ら
れ
、
現

在
審
議
中
の
改
革
案
は
、
原

案
よ
り
ず
っ
と
歳
出
削
減
効

果
が
低
く
な
っ
て
い
る
。

　

改
革
案
成
立
の
た
め
に
必

要
な
、
議
員
総
数
の
６
０
％

以
上
の
賛
成
票
（
上
下
両
院

で
２
回
ず
つ
）
を
確
保
す
る

上
位
１
割
が
富
の
半
分
以
上
を
独
占

わ
ず
か
１
％
が
３
割
近
く
所
有

第
３
四
半
期
の
屠
殺
量
は
増
加
も

社会保障
制度改革

Ｆ Ｉ Ｆ Ａ

Ｃ
Ｂ
Ｆ
会
長
に
９
０
日
の
停
職
処
分

（２）２０１７年 第４９０１号 １２月 １６日 （土曜日）

伯国経済格差

伯
国
軍
事
政
権
に
忠
誠
の
過
去

反
政
府
労
働
者
の
逮
捕
な
ど
で
協
力

フォルクス
ワ ー ゲ ン



　

弊へ
い

誌し

に
何な

ん

度ど

も
登と

う

場じ
ょ
うい
た
だ
い
て
い
る
国こ

く

際さ
い

関か
ん

係け
い

ア
ナ
リ
ス

ト
北き

た

野の

幸よ
し

伯の
り

氏し

の
３
年ね

ん

ぶ
り
の
新し

ん

著ち
ょ

『
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
勝か

つ　

日に

本ほ
ん

の
大だ

い

戦せ
ん

略り
ゃ
く』［
１
］
が
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

さ
れ
た
。
北き

た

野の

氏し

は
、
以い

下か

の
よ

う
に
重

じ
ゅ
う

大だ
い

な
国こ

く

際さ
い

情じ
ょ
う

勢せ
い

の
変へ

ん

化か

を
予よ

測そ
く

し
て
は
、
次つ

ぎ

々つ
ぎ

に
的て

き

中ち
ゅ
うさ
せ
て
き
た
と
い
う
実じ

っ

績せ
き

が
あ
る
。

・
２
０
０
５
年ね

ん

『
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
覇は

権け
ん

国こ
っ

家か

』［
２
］
で

「
ア
メ
リ
カ
発は

つ

の
危き

機き

が
起お

こ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
没ぼ

つ

落ら
く

は
近ち

か

い
」　

→　

２
０
０
８
年ね

ん

、
リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク

・２
０
０
７
年ね

ん
『
中

ち
ゅ
う

国ご
く

ロ
シ
ア
同ど

う

盟め
い

が
ア
メ
リ
カ
を
滅ほ

ろ

ぼ
す
日ひ

』

［
３
］
で
「
ア
メ
リ
カ
一い

っ

極き
ょ
く

主し
ゅ

義ぎ

と
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、

ロ
シ
ア
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

・
多た

極き
ょ
く

主し
ゅ

義ぎ

の
戦た

た
かい
」
→　

２
０
１
４
年ね

ん

の

ク
リ
ミ
ア
併へ

い

合ご
う

以い

降こ
う

、
中

ち
ゅ
う

露ろ

が
事じ

実じ
つ

上じ
ょ
うの
同ど

う

盟め
い

に
。

・
２
０
０
８
年ね

ん

『
隷れ

い

属ぞ
く

国こ
っ

家か

日に

本ほ
ん

の
岐き

路ろ

～
今こ

ん

度ど

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の

天て
ん

領り
ょ
うに
な
る
の
か
』［
４
］
で
「
尖せ

ん

閣か
く

か
ら
日に

っ

中ち
ゅ
う

対た
い

立り
つ

が
激げ

き

化か

」
→　

２
０
１
０
年ね

ん

に
尖せ

ん

閣か
く

諸し
ょ

島と
う

中ち
ゅ
う

国ご
く

漁ぎ
ょ

船せ
ん

衝し
ょ
う

突と
つ

事じ

件け
ん

、

２
０
１
２
年ね

ん

に
反は

ん

日に
ち

暴ぼ
う

動ど
う

・
２
０
１
２
年ね

ん

『
プ
ー
チ
ン
最さ

い

後ご

の
聖せ

い

戦せ
ん

』
で
「
プ
ー
チ
ン

が
戻も

ど

っ
て
き
て
、
ア
メ
リ
カ
と
の
戦た

た
かい
が
再さ

い

開か
い

さ
れ
る
」［
５
］　

→　

同ど
う

年ね
ん

、
プ
ー
チ
ン
、
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うに
再さ

い

選せ
ん

　

北き
た

野の

氏し

は
、
そ
の
予よ

測そ
く

の
秘ひ

密み
つ

を
２
０
１
４
年ね

ん

の
『
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
知し

ら
な
い
「
ク
レ
ム
リ
ン
・
メ
ソ
ッ
ド
」
―
世せ

界か
い

を
動う

ご

か

す
１
１
の
原げ

ん

理り

』［
６
］
で
明あ

き

ら
か
に
し
て
い
る
。
予よ

測そ
く

を
当あ

て
る
に
は
、そ
れ
な
り
の
原げ

ん

理り

が
あ
る
の
で
あ
る
。そ
し
て『
プ
ー

チ
ン
最さ

い

強き
ょ
う

講こ
う

義ぎ

』［
７
］
で
指し

摘て
き

し
た
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
「
反は

ん

日に
ち

統と
う

一い
つ

戦せ
ん

線せ
ん

」
の
策さ

く

謀ぼ
う

を
ど
う
打う

ち
破や

ぶ

る
の
か
、
を
追つ

い

究き
ゅ
うし
た
の
が
、

今こ
ん

回か
い

の
新し

ん

著ち
ょ

で
あ
る
。

　

氏し

は
新し

ん

著ち
ょ

の
目も

く

的て
き

を
次つ

ぎ

の
よ
う
に
設せ

っ

定て
い

す
る
。

本ほ
ん

書し
ょ

の
目も

く

的て
き

は
、
第だ

い

一い
ち
に
、
尖せ

ん

閣か
く

、
沖お

き

縄な
わ

を
守ま

も

り
つ
つ
、
日に

っ

中ち
ゅ
う

戦せ
ん

争そ
う

（
実じ

っ

際さ
い

の
戦せ

ん

闘と
う

）
を
回か

い

避ひ

す
る
こ
と
。

第だ
い

二に

に
、
や
む
を
得え

ず
戦せ

ん

争そ
う

（
戦せ

ん

闘と
う

）
に
な
っ
て
も
、
勝か

て
る

道み
ち

を
示し

め

す
こ
と
で
す
。［
１
，
ｐ
１
９
］

中ち
ゅ
う

国ご
く

に
戦た

た
か

わ
ず
し
て
勝か

つ
道み

ち

２０１７年
ねん

１２月
がつ

４日
か

版
ばん

　
こ
の
２
つ
の
目も

く

的て
き

設せ
っ

定て
い

に
、
北き

た

野の

氏し

の
戦せ

ん

略り
ゃ
く

思し

想そ
う

家か

と
し

て
の
深ふ

か

み
が
よ
く
窺う

か
が
え
る
。
と
い
う
の
は
、
何な

に

事ご
と

も
欲よ

く

得と
く

づ
く

の
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
勝か

ち
目め

の
な
い
戦た

た
かい
は
仕し

掛か

け
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

戦せ
ん

争そ
う

に
な
っ
て
も
日に

本ほ
ん

が
勝か

て
る
道み

ち

を
示し

め

せ
ば
、
第だ

い

一い
ちの
「
日に

っ

中ち
ゅ
う

戦せ
ん

争そ
う

（
実じ

っ

際さ
い

の
戦せ

ん

闘と
う

）
を
回か

い

避ひ

」
す
る
確か

く

率り
つ

も
高た

か

ま
る
。

　
こ
れ
こ
そ
が
日に

本ほ
ん

に
と
っ
て
最さ

い

上じ
ょ
うの
「
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
戦た

た
か
わ
ず
し
て

勝か

つ
道み

ち

」
で
あ
る
。
詳

し
ょ
う

細さ
い

は
、
こ
の
本ほ

ん

を
読よ

ん
で
も
ら
う
と
し

て
、
こ
こ
で
は
そ
の
呼よ

び
水み

ず

と
し
て
「
同ど

う

盟め
い

」
の
意い

味み

に
つ
い

て
考か

ん
が
え
て
み
た
い
。『
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
勝か

つ　
日に

本ほ
ん

の
大だ

い

戦せ
ん

略り
ゃ
く』の
柱は

し
らは

「
同ど

う

盟め
い

戦せ
ん

略り
ゃ
く」
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

本ほ
ん

書し
ょ

の
前ぜ

ん

半は
ん

で
、
氏し

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
「
反は

ん

日に
ち

統と
う

一い
つ

共き
ょ
う

同ど
う

戦せ
ん

線せ
ん

戦せ
ん

略り
ゃ
く」
が
ど
の
よ
う
に
生う

ま
れ
た
の
か
、
そ
れ
を
安あ

倍べ

総そ
う

理り

が
ど

の
よ
う
に
打う

ち
砕く

だ

い
た
の
か
、
を
俯ふ

瞰か
ん

す
る
。
い
つ
も
な
が
ら

の
テ
ン
ポ
の
良よ

い
北き

た

野の

節ぶ
し

で
、国こ

く

際さ
い

政せ
い

治じ

上じ
ょ
うの
事じ

件け
ん

の
背は

い

景け
い

に
、

各か
っ

国こ
く

の
思お

も

惑わ
く

が
ど
う
ぶ
つ
か
り
合あ

っ
て
、
ど
ん
な
結け

っ

果か

を
生う

ん

だ
の
か
、
を
示し

め

し
て
い
く
。
目め

か
ら
ウ
ロ
コ
の
連れ

ん

続ぞ
く

だ
。

　

例た
と

え
ば
習

し
ゅ
う

近き
ん

平ぺ
い

が
打う

ち
上あ

げ
た
「
ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ラ
投と

う

資し

銀ぎ
ん

行こ
う

（
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
）」。
ア
メ
リ
カ
の
緊き

ん

密み
つ

な
同ど

う

盟め
い

国こ
く

で
あ
る

イ
ギ
リ
ス
が
、
ア
メ
リ
カ
の
制せ

い

止し

を
無む

視し

し
て　

Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
に

参さ
ん

加か

す
る
こ
と
を
決き

め
た
。「
イ
ギ
リ
ス
が
入は

い

る
の
な
ら
、
私

わ
た
し

た
ち
も
許ゆ

る

さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ

リ
ア
な
ど
も
雪な

崩だ
れ

を
打う

っ
て
参さ

ん

加か

を
決き

め
た
。

　

親し
ん

米べ
い

国こ
っ

家か

群ぐ
ん

が
ア
メ
リ
カ
の
言い

う
こ
と
を
聞き

か
な
く
な
っ

て
、
こ
れ
は
「
ア
メ
リ
カ
が
覇は

権け
ん

を
喪そ

う

失し
つ

し
た
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
う

的て
き

事じ

件け
ん

」
だ
と
、
北き

た

野の

氏し

は
指し

摘て
き

す
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
日に

本ほ
ん

だ
け
は
ア
メ
リ
カ
を
裏う

ら

切ぎ

ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
、
結け

っ

果か

的て
き

に

は
、
ア
メ
リ
カ
の
完か

ん

全ぜ
ん

没ぼ
つ

落ら
く

を
阻そ

止し

し
、
日に

ち

米べ
い

関か
ん

係け
い

を
好こ

う

転て
ん

さ
せ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

　

そ
れ
ま
で
安あ

倍べ

総そ
う

理り

の
靖や

す

国く
に

参さ
ん

拝ぱ
い

で
米べ

い

国こ
く

か
ら
も
バ
ッ
シ
ン

グ
さ
れ
て
、
孤こ

立り
つ

し
て
い
た
日に

本ほ
ん

は
、
こ
の
一い

ち

事じ

で
ア
メ
リ
カ

か
ら
の
評

ひ
ょ
う

価か

が
急

き
ゅ
う

上じ
ょ
う

昇し
ょ
うし
た
。
そ
こ
に
見み

ら
れ
る
の
は
、
各か

っ

国こ
く

が
同ど

う

盟め
い

国こ
く

を
増ふ

や
そ
う
と
、
虚き

ょ

々き
ょ

実じ
つ

々じ
つ

の
駆か

け
引ひ

き
を
展て

ん

開か
い

し
て
い
る
姿す

が
たで
あ
る
。

３
．「
こ
ん
な
も
ん
、

　
　

勝か

て
る
は
ず
が
な
い
…
」

　
「
同ど

う

盟め
い

関か
ん

係け
い

は
自じ

国こ
く

の
軍ぐ

ん

事じ

力り
ょ
くよ
り
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
の
だ
」
と
は
国こ

く

際さ
い

的て
き

に
高こ

う

名め
い

な
戦せ

ん

略り
ゃ
く

家か

エ
ド
ワ
ー
ド
・
ル
ト
ワ
ッ
ク
の
言げ

ん

で
あ

る
が
、
北き

た

野の

氏し

は
先さ

き

の
大た

い

戦せ
ん

で
日に

本ほ
ん

が
負ま

け
た
の
も
同ど

う

盟め
い

戦せ
ん

略り
ゃ
くの
失し

っ

敗ぱ
い

に
あ
っ
た
、
と
指し

摘て
き

す
る
。

　

私わ
た
し
が
注

ち
ゅ
う

目も
く

し
た
の
は
１
９
４
１
年ね

ん

に
始は

じ

ま
っ
た
「
太た

い

平へ
い

洋よ
う

戦せ
ん

争そ
う

」
よ
り
前ま

え

、
１
９
３
７
年ね

ん

に
は
じ
ま
っ
た
「
日に

っ

中ち
ゅ
う

戦せ
ん

争そ
う

」

で
し
た
。

　
こ
の
戦せ

ん

争そ
う

、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ソ
連れ

ん

か
ら

支し

援え
ん

を
受う

け
、
日に

本ほ
ん

と
戦

た
た
か
っ
て
い
ま
す
。・
・
・

　
つ
ま
り
、
事じ

実じ
つ

上じ
ょ
う、
日に

本ほ
ん　
Ｖ
Ｓ　
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、

ソ
連れ

ん

、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
戦た

た
かい
で
あ
る
。

　
私わ

た
しは
、
率そ

っ

直ち
ょ
くに
思お

も

い
ま
し
た
。

「
こ
ん
な
も
ん
、
勝か

て
る
は
ず
が
な
い
…　
」［
１
，
ｐ

２
１
０
］

　
「
戦せ

ん

闘と
う

」
で
は
、
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

は
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

軍ぐ
ん

も
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

軍ぐ
ん

も
圧あ

っ

倒と
う

し
、
連れ

ん

戦せ
ん

連れ
ん

勝し
ょ
うだ
っ
た
。
１
９
３
７
年ね

ん

７
月が

つ

７
日か

、
北ぺ

京き
ん

郊こ
う

外が
い

の
盧ろ

溝こ
う

橋き
ょ
うで
何な

に

者も
の

か
の
銃

じ
ゅ
う

撃げ
き

に
よ
り
始は

じ

ま
っ
た
衝

し
ょ
う

突と
つ

か

ら
、
わ
ず
か
５
ヶ
月げ

つ

後ご

の
１
２
月が

つ

１
３
日に

ち

に
は
首し

ゅ

都と

南な
ん

京き
ん

を

攻こ
う

略り
ゃ
くし
た
が
、
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

は
重

じ
ゅ
う

慶け
い

に
移う

つ

っ
て
抵て

い

抗こ
う

を
続つ

づ

け
た
。

米べ
い

英え
い

ソ
か
ら
の
軍ぐ

ん

事じ

支し

援え
ん

が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

日に

本ほ
ん

は
仏ふ

つ

印い
ん

（
ベ
ト
ナ
ム
）
経け

い

由ゆ

の
援え

ん

蒋し
ょ
うル
ー
ト
を
絶た

と

う
と
、
北ほ

く

部ぶ

仏ふ
つ

印い
ん

に
進し

ん

駐ち
ゅ
うす
る
が
、
こ
こ
か
ら
ア
メ
リ
カ
と

の
対た

い

立り
つ

に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
結け

っ

局き
ょ
く、
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

は
実じ

っ

際さ
い

の
戦せ

ん

闘と
う

で
は
ほ
と
ん
ど
勝か

つ
こ
と
は
出で

来き

な
か
っ
た
が
、
最さ

い

終し
ゅ
う

的て
き

に
は

「
戦せ

ん

勝し
ょ
う

国こ
く

」
の
一ひ

と
つ
と
な
っ
た
。
日に

本ほ
ん

は
同ど

う

盟め
い

戦せ
ん

略り
ゃ
くで
負ま

け
た

の
で
あ
る
。

　

日に
ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

で
は
わ
が
国く

に

は
日に

ち

英え
い

同ど
う

盟め
い

に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス

か
ら
多た

大だ
い

な
支し

援え
ん

を
受う

け
た
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
の
好こ

う

意い

的て
き

な

仲ち
ゅ
う

介か
い

に
よ
り
、
絶ぜ

つ

妙み
ょ
うの
タ
イ
ミ
ン
グ
で
講こ

う

和わ

が
で
き
た
。

１
９
０
５
年ね

ん

に
結む

す

ば
れ
た
ア
メ
リ
カ
と
の
桂か

つ
ら
・
タ
ク
ト
協

き
ょ
う

定て
い

で

１
．
国こ

く

際さ
い

政せ
い

治じ

で
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と

　
　

予よ

測そ
く

を
当あ

て
て
き
た
秘ひ

密み
つ

は
「
極

き
ょ
く

東と
う

の
平へ

い

和わ

は
、
日に

本ほ
ん

、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
３
国こ

く

に
よ
る
事じ

実じ
つ

上じ
ょ
うの
同ど

う

盟め
い

に
よ
っ
て
守ま

も

ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と

定さ
だ

め
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
れ
が
い
っ
た
い
ど
こ
で
日に

ち

米べ
い

関か
ん

係け
い

は
お
か
し
く
な
っ
た
の

か
？　

北き
た

野の

氏し

は
「
桂か

つ
ら
・
ハ
リ
マ
ン
協

き
ょ
う

定て
い

破は

棄き

」
が
き
っ
か
け

で
あ
る
、
と
指し

摘て
き

す
る
。

　
ハ
リ
マ
ン
は
ア
メ
リ
カ
の
鉄て

つ

道ど
う

王お
う

。
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

直ち
ょ
く

後ご

に
来ら

い

日に
ち

し
て
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
条

じ
ょ
う

約や
く

に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
か
ら
日に

本ほ
ん

に
譲

じ
ょ
う

渡と

さ
れ
た
民み

ん

間か
ん

南み
な
み

満ま
ん

州し
ゅ
う

鉄て
つ

道ど
う

の
共

き
ょ
う

同ど
う

経け
い

営え
い

を
要よ

う

求き
ゅ
うし
た
。

日に

本ほ
ん

側が
わ

も
こ
れ
に
は
乗の

り
気き

で
、「
桂か

つ
ら
・
ハ
リ
マ
ン
協

き
ょ
う

定て
い

（
仮か

り

条じ
ょ
う

約や
く

）」
が
結む

す

ば
れ
た
。
渡わ

た

部べ

昇し
ょ
う

一い
ち
は
こ
の
協

き
ょ
う

定て
い

に
関か

ん

し
て
、

こ
う
指し

摘て
き

し
て
い
る
。

　
明め

い

治じ

維い

新し
ん

の
元げ

ん

勲く
ん

た
ち
は
直

ち
ょ
っ

感か
ん

的て
き

に
、
ハ
リ
マ
ン
の
提て

い

案あ
ん

を

い
い
考か

ん
がえ
だ
と
言い

い
ま
し
た
。・
・
・
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

で
カ
ネ
を
使つ

か

い
果は

た
し
、
日に

本ほ
ん

が
軍ぐ

ん

事じ

的て
き

に
支し

配は
い

で
き
て
い
る
の
は
南

み
な
み

満ま
ん

洲し
ゅ
うだ
け
。
北き

た

に
は
ロ
シ
ア
の
大た

い

軍ぐ
ん

が
い
る
。
こ
れ
ら
の
条

じ
ょ
う

件け
ん

を

勘か
ん

案あ
ん

す
れ
ば
、
満ま

ん

州し
ゅ
うの
鉄て

つ

道ど
う

経け
い

営え
い

を
日に

本ほ
ん

だ
け
で
や
ろ
う
と

す
る
の
は
無む

理り

が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
を
入い

れ
て
お
い
た
方ほ

う

が
い

い
と
考か

ん
がえ
た
。［
１
，　
ｐ
２
１
４
］

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
協

き
ょ
う

定て
い

を
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

は
破は

棄き

し
て
し
ま
う
。

北き
た

野の

氏し

は
ア
メ
リ
カ
か
ら
見み

た
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うを
次つ

ぎ

の
よ
う
に
描

び
ょ
う

写し
ゃ

す

る
。

　

南
み
な
み

満ま
ん

州し
ゅ
う

鉄て
つ

道ど
う

共き
ょ
う

同ど
う

経け
い

営え
い

は
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

や
満ま

ん

州し
ゅ
うへ
の
進し

ん

出し
ゅ
つを

目め

指ざ

す
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
も
、
非ひ

常じ
ょ
うに
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
も
の
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
小こ

村む
ら

寿じ
ゅ

太た

郎ろ
う

外が
い

相し
ょ
う（
１
８
５
５
～
１
９
１
１
）

な
ど
が
こ
れ
に
強つ

よ

く
反は

ん

対た
い

し
、
結け

っ

局き
ょ
く

日に

本ほ
ん

側が
わ

は
「
桂か

つ
ら・
ハ
リ

マ
ン
協

き
ょ
う

定て
い

」
を
破は

棄き

し
ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
は
、「
日に

本ほ
ん

に
多た

額が
く

の
資し

金き
ん

を
援え

ん

助じ
ょ

し
、
ロ
シ
ア

に
勝か

っ
た
ら
満ま

ん

州し
ゅ
う

利り

権け
ん

に
入は

い

り
込こ

め
る
！
」
と
言い

う
目も

く

論ろ

見み

だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
日に

本ほ
ん

は
「
満ま

ん

州し
ゅ
うの
利り

権け
ん

に
ア
メ
リ
カ
は
入は

い

れ
な
い

よ
！
」
と
拒き

ょ

否ひ

し
た
の
で
す
。

　
ア
メ
リ
カ
は
激げ

き

怒ど

し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
日に

本ほ
ん

は
ア
メ
リ
カ
を
敵て

き

に
回ま

わ

す
ハ
メ
と
な
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
は
わ
ず
か
２
年ね

ん

後ご

の
１
９
０
７
年ね

ん

に
は
対た

い

日に
ち

戦せ
ん

争そ
う

計け
い

画か
く

「
オ
レ
ン
ジ
・
プ
ラ
ン
」
の
策さ

く

定て
い

を
始は

じ

め
る
。
北き

た

野の

氏し

は
言い

う
。

　
何な

に

は
と
も
あ
れ
、
日に

本ほ
ん

は
、
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

時じ

多た

額が
く

の
資し

金き
ん

援え
ん

助じ
ょ

と
和わ

平へ
い

の
仲

ち
ゅ
う

介か
い

を
し
て
く
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
恩お

ん

に
報む

く

い
な

か
っ
た
。

　

そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
国こ

く

益え
き

を
尊そ

ん

重ち
ょ
うし
な
か
っ
た
。［
１
，

ｐ
２
１
５
］

　

ア
メ
リ
カ
の
国こ

く

益え
き

に
鈍ど

ん

感か
ん

だ
っ
た
こ
と
が
、
ア
メ
リ
カ
を
敵て

き

に
回ま

わ

す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
と
の
関か

ん

係け
い

悪あ
っ

化か

は
、
第だ

い

一い
ち

次じ

大た
い

戦せ
ん

で
日に

本ほ
ん

が
地ち

中ち
ゅ
う

海か
い

に
艦か

ん

隊た
い

こ
そ
派は

遣け
ん

し
た
も
の
の
、
陸り

く

軍ぐ
ん

派は

兵へ
い

要よ
う

求き
ゅ
うを
拒き

ょ

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を毎
まいしゅう

週
掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や
日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しでも
日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に
張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない
兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介してくだ
さい。

（ニッケイ新
しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．
各か

っ

国こ
く

の
同ど

う

盟め
い

国こ
く

を

　
　

増ふ

や
す
た
め
の

　
　

虚き
ょ

々き
ょ

実じ
つ

々じ
つ

の
駆か

け
引ひ

き

否ひ

し
続つ

づ

け
た
こ
と
が
原げ

ん

因い
ん

、
と
北き

た

野の

氏し

は
指し

摘て
き

し
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
駐

ち
ゅ
う

日に
ち

イ
ギ
リ
ス
海か

い

軍ぐ
ん

武ぶ

官か
ん

エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｈ
・
ラ
イ

マ
ー
大た

い

佐さ

は
こ
う
発は

つ

言げ
ん

し
て
い
る
。

　
我わ

れ

々わ
れ

が
強つ

よ

い
態た

い

度ど

で
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うを
明め

い

確か
く

に
説せ

つ

明め
い

し
、
イ
ギ
リ
ス

が
過か

去こ

い
か
に
日に

本ほ
ん

を
援え

ん

助じ
ょ

し
た
か
、
同ど

う

盟め
い

国こ
く

と
し
て
何な

に

を

な
す
べ
き
か
を
明め

い

確か
く

に
説せ

つ

明め
い

し
、
同ど

う

盟め
い

国こ
く

と
し
て
の
義ぎ

務む

に

耐た

え
る
べ
き
で
あ
る
と
強つ

よ

く
示し

唆さ

す
る
と
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
我わ

れ

々わ
れ

か
ら
離は

な

れ
て
し
ま
う
。［
１
，　
ｐ
２
１
９
］

　

イ
ギ
リ
ス
は
日に

本ほ
ん

に
い
た
く
失し

つ

望ぼ
う

し
た
。
大た

い

戦せ
ん

中ち
ゅ
うの

１
９
１
７
年ね

ん

３
月が

つ

、
大だ

い

英え
い

帝て
い

国こ
く

会か
い

議ぎ

で
配は

い

布ふ

さ
れ
た
「
日に

ち

英え
い

関か
ん

係け
い

に
関か

ん

す
る
覚

お
ぼ
え

書が
き

」
で
は
「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
狂

き
ょ
う

信し
ん

的て
き

な
愛あ

い

国こ
く

心し
ん

、

国こ
っ

家か

的て
き

侵し
ん

略り
ゃ
く

性せ
い

、
個こ

人じ
ん

的て
き

残ざ
ん

忍に
ん

性せ
い

、
基き

本ほ
ん

的て
き

に
偽い

つ
わり
に
満み

ち

て
お
り
、
日に

本ほ
ん

は
本ほ

ん

質し
つ

的て
き

に
侵し

ん

略り
ゃ
く

的て
き

な
国こ

っ

家か

で
あ
る
」
と
書か

か
れ
て
い
た
。

　

第だ
い

一い
ち

次じ

大た
い

戦せ
ん

の
結け

っ

果か

、
イ
ギ
リ
ス
は
「
日に

ち

英え
い

同ど
う

盟め
い

破は

棄き

」

を
決け

つ

意い

し
ま
す
。

　
そ
れ
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
大た

い

戦せ
ん

時じ

イ
ギ
リ
ス
を
救す

く
っ
て
く
れ
た
ア
メ
リ
カ
と
急

き
ゅ
う

速そ
く

に
接せ

っ

近き
ん

し
て
いっ
た
。

　
米べ

い

英え
い

は
こ
の
時と

き

か
ら
、「
日に

本ほ
ん

を
い
つ
か
叩た

た

き
つ
ぶ
し
て
や

る
！
」
と
決け

つ

意い

し
、「
ゆ
っ
く
り
と
殺こ

ろ

し
て
い
く
」
こ
と
に
し
た

の
で
す
。

　
日に

本ほ
ん

は
、
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

直ち
ょ
く

後ご

と
、
第だ

い

一い
ち

次じ

大た
い

戦せ
ん

時じ

の
対た

い

応お
う

で

米べ
い

英え
い

を
敵て

き

に
ま
わ
し
、「
敗は

い

戦せ
ん
へ
の
道み

ち

」
を
歩あ

ゆ

み
は
じ
め
て
い

た
の
で
し
た
。［
１
，
ｐ
２
２
１
］

　

も
し
日に

本ほ
ん

が
米べ

い

英え
い

の
要よ

う

求き
ゅ
うに
応こ

た

え
て
「
極

き
ょ
く

東と
う

の
平へ

い

和わ

は
、

日に

本ほ
ん

、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
３
国こ

く

に
よ
る
事じ

実じ
つ

上じ
ょ
うの
同ど

う

盟め
い

に

よ
っ
て
守ま

も

ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
の
桂か

つ
ら
・
タ
ク
ト
協

き
ょ
う

定て
い

を
維い

持じ

し
て
い
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
未み

来ら
い

が
待ま

っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

で
の
権け

ん

益え
き

は
イ
ギ
リ
ス
と
、
満ま

ん

洲し
ゅ
うで
の
権け

ん

益え
き

は
ア
メ
リ

カ
と
共

き
ょ
う

同ど
う

で
守ま

も
っ
て
い
た
ら
、
ソ
連れ

ん

や
中

ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

の
つ
け
入は

い

る
隙す

き

は
な
か
っ
た
。
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

も
米べ

い

英え
い

の
後う

し

ろ
盾だ

て

が
な
け
れ
ば
、

日に

本ほ
ん

と
の
友ゆ

う

好こ
う

を
図は

か

る
以い

外が
い

に
道み

ち

は
な
か
っ
た
。
と
な
れ
ば
日に

っ

中ち
ゅ
う

戦せ
ん

争そ
う

は
な
く
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

大た
い

陸り
く

の
共

き
ょ
う

産さ
ん

化か

も
な
か
っ
た
ろ
う
。

そ
れ
は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

民み
ん

の
み
な
ら
ず
、
周

し
ゅ
う

辺へ
ん

諸し
ょ

国こ
く

に
と
っ
て
も
大お

お

き

な
福ふ

く

音い
ん

で
あ
っ
た
は
ず
だ
。

　

確た
し

か
に
、
大だ

い

東と
う

亜あ

戦せ
ん

争そ
う

が
起お

こ
ら
な
け
れ
ば
、
ア
ジ
ア
諸し

ょ

国こ
く

の
独ど

く

立り
つ

は
も
っ
と
遅お

く

れ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
日に

本ほ
ん

の
統と

う

治ち

下か

で
、
台た

い

湾わ
ん

や
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

、
さ
ら
に
は
満ま

ん

洲し
ゅ
うが
高こ

う

度ど

成せ
い

長ち
ょ
うを
続つ

づ

け

る
こ
と
で
、
ア
ジ
ア
各か

く

民み
ん

族ぞ
く

が
目め

覚ざ

め
、
も
う
少す

こ

し
マ
イ
ル
ド

な
形か

た
ちで
自じ

治ち

権け
ん

を
獲か

く

得と
く

し
て
い
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ

う
な
道み

ち

を
日に

本ほ
ん

は
失

う
し
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
自じ

身し
ん

の
同ど

う

盟め
い

戦せ
ん

略り
ゃ
くの
失し

っ

敗ぱ
い

に
よ
っ
て
。

北き
た

野の

幸よ
し

伯の
り

『
中ち

ゅ
う

国ご
く

に
勝か

つ
日に

本ほ
ん

の
大だ

い

戦せ
ん

略り
ゃ
く

』を
読よ

む

６
．
桂か

つ
ら

・
タ
ク
ト
協き

ょ
う

定て
い

を

　
　
　
　
　

維い

持じ

し
て
い
た
ら

５
．
イ
ギ
リ
ス
の
日に

本ほ
ん

へ
の
失し

つ

望ぼ
う

　
こ
う
い
う
議ぎ

論ろ
ん

に
接せ

っ

す
る
と
、
我わ

れ

々わ
れ

日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
国こ

く

際さ
い

政せ
い

治じ

に
お
け
る
同ど

う

盟め
い

関か
ん

係け
い

と
い
う
も
の
が
、
本ほ

ん

当と
う

に
は
分わ

か
っ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
気き

が
す
る
。
礼れ

い

節せ
つ

と
思お

も

い
や
り
、

信し
ん

頼ら
い

感か
ん

に
満み

ち
た
日に

本ほ
ん

社し
ゃ

会か
い

で
暮く

ら
し
て
い
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
、

国こ
く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

の
群ぐ

ん

雄ゆ
う

割か
っ

拠き
ょ

の
中な

か

で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
国こ

く

益え
き

を
追つ

い

求
き
ゅ
う

し
、
出だ

し
抜ぬ

い
た
り
、
欺だ

ま

し
合あ

っ
た
り
す
る
よ
う
な
関か

ん

係け
い

に
は

慣な

れ
て
い
な
い
。

　

現げ
ん

代だ
い

の
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

に
お
け
る
同ど

う

盟め
い

の
あ
り
方か

た

を
考か

ん
が
え
る

に
は
、
戦せ

ん

国ご
く

時じ

代だ
い

の
方ほ

う

が
参さ

ん

考こ
う

に
な
る
だ
ろ
う
。
弊へ

い

誌し

１
０
３
６
号ご

う

で
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
世せ

界か
い

的て
き

な
戦せ

ん

略り
ゃ
く

家か

エ
ド
ワ
ー
ド
・

ル
ト
ワ
ッ
ク
は
「
家い

え

康や
す

は
、
人じ

ん

類る
い

史し

上じ
ょ
うで
も
稀ま

れ

に
見み

る
最さ

い

高こ
う

レ

ベ
ル
の
戦せ

ん

略り
ゃ
く

家か

だ
っ
た
」
と
述の

べ
て
い
る
。［
１
，
１
４
５
８
］

　

天て
ん

正し
ょ
う７
（
１
５
７
９
）
年ね

ん

、
家い

え

康や
す

は
信の

ぶ

長な
が

か
ら
正せ

い

室し
つ

・
築つ

き

山や
ま

殿ど
の

と
実じ

っ

子し

・
信の

ぶ

康や
す

が
武た

け

田だ

氏し

に
内な

い

通つ
う

し
て
い
る
事こ

と

を
疑う

た
が
わ

れ
、
た
め
に
築つ

き

山や
ま

殿ど
の

を
斬き

り

殺こ
ろ

し
、
信の

ぶ

康や
す

を
切せ

っ

腹ぷ
く

さ
せ
る
と
い

う
処し

ょ

置ち

に
追お

い
込こ

ま
れ
た
。
こ
れ
を
耐た

え
忍し

の

ん
で
、
信の

ぶ

長な
が

と
の

同ど
う

盟め
い

関か
ん

係け
い

を
優ゆ

う

先せ
ん

さ
せ
た
こ
と
か
ら
、
家い

え

康や
す

の
未み

来ら
い

が
開ひ

ら

け

て
い
っ
た
。

　

関せ
き

ヶが

原は
ら

の
戦た

た
かい
に
お
い
て
は
福ふ

く

島し
ま

正ま
さ

則の
り

や
黒く

ろ

田だ

長な
が

政ま
さ

な
ど
豊と

よ

臣と
み

恩お
ん

顧こ

の
武ぶ

将し
ょ
うを
味み

方か
た

に
引ひ

き
入い

れ
、
ま
た
小こ

早ば
や

川か
わ

秀ひ
で

秋あ
き

に

西せ
い

軍ぐ
ん

を
裏う

ら

切ぎ

り
さ
せ
て
、
勝

し
ょ
う

利り

し
て
い
る
。「
最さ

い

高こ
う

レ
ベ
ル
の

戦せ
ん

略り
ゃ
く

家か

」
は
同ど

う

盟め
い

の
達た

つ

人じ
ん

で
あ
っ
た
。
家い

え

康や
す

か
ら
同ど

う

盟め
い

に
関か

ん

し
て
学ま

な

べ
る
事こ

と

は
、
次つ

ぎ

の
２
点て

ん

で
あ
ろ
う
。

・
嫌い

や

な
相あ

い

手て

、
悪あ

く

辣ら
つ

な
相あ

い

手て

と
も
同ど

う

盟め
い

を
組く

ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場ば

合あ
い

が
あ
る
。
と
き
に
は
そ
の
相あ

い

手て

に
隷れ

い

従じ
ゅ
うし
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事こ

と

す
ら
あ
る
。
同ど

う

盟め
い

は
好す

き
嫌き

ら

い
や
善ぜ

ん

悪あ
く

で
は
な

く
、
勝

し
ょ
う

敗は
い

の
問も

ん

題だ
い

だ
か
ら
で
あ
る
。

・
敵て

き

の
中な

か

に
も
味み

方か
た

が
お
り
、
味み

方か
た

の
中な

か

に
も
敵て

き

が
い
る
。
常つ

ね

に
相あ

い

手て

の
利り

益え
き

を
考か

ん
が
え
な
が
ら
、
味み

方か
た

を
維い

持じ

し
、
増ふ

や
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（３） ２０１７年第４９０１号 	１２月	１６日	（土曜日）

の
あ
る
言げ

ん

動ど
う

を
取と

り
続つ

づ

け
る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
り
ま
す
。［
１
，
ｐ

３
１
６
］

　

そ
の
た
め
に
は
、
こ
の
『
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
勝か

つ　

日に

本ほ
ん

の
大だ

い

戦せ
ん

略り
ゃ
く』

を
実じ

っ

行こ
う

す
る
安あ

ん

定て
い

し
た
長

ち
ょ
う

期き

政せ
い

権け
ん

が
必ひ

つ

要よ
う

で
あ
り
、
多お

お

く
の

国こ
く

民み
ん

が
こ
の
戦せ

ん

略り
ゃ
くを
国こ

く

民み
ん

的て
き

合ご
う

意い

と
し
て
支し

持じ

し
て
い
く
こ
と

が
不ふ

可か

欠け
つ

な
の
で
あ
る
。

（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

１
．
北き

た

野の

幸よ
し

伯の
り

『
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
勝か

つ　

日に

本ほ
ん

の
大だ

い

戦せ
ん

略り
ゃ
く　

プ
ー
チ

ン
流

り
ゅ
う

現げ
ん

実じ
つ

主し
ゅ

義ぎ

が
日に

本ほ
ん

を
救す

く

う
』
扶ふ

桑そ
う

社し
ゃ

、
Ｈ
２
９

２
．
北き

た

野の

幸よ
し

伯の
り「
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
覇は

権け
ん

国こ
っ

家か
（
ア
メ
リ
カ
）」

風ふ
う

雲う
ん

社し
ゃ

、
Ｈ
１
７

３
．
北き

た

野の

幸よ
し

伯の
り

『
中

ち
ゅ
う

国ご
く

・
ロ
シ
ア
同ど

う

盟め
い

が
ア
メ
リ
カ
を
滅ほ

ろ

ぼ

す
日ひ

』
草そ

う

思し

社し
ゃ

、
Ｈ
１
９

４
．
北き

た

野の

幸よ
し

伯の
り

『
隷れ

い

属ぞ
く

国こ
っ

家か　

日に

本ほ
ん

の
岐き

路ろ

─
今こ

ん

度ど

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
天て

ん

領り
ょ
うに
な
る
の
か
？
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社し

ゃ

、
Ｈ
２
０

５
．
北き

た

野の

幸よ
し

伯の
り

『
プ
ー
チ
ン
最さ

い

後ご

の
聖せ

い

戦せ
ん

』
集

し
ゅ
う

英え
い

社し
ゃ

イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
Ｈ
２
４

４
．「
ア
メ
リ
カ
は

                     

激げ
き

怒ど

し
ま
し
た
」

７
．
同ど

う

盟め
い

の
達た

つ

人じ
ん

・
家い

え

康や
す

か
ら

　
　

学ま
な

ぶ
こ
と

８
．「『
善ぜ

ん

悪あ
く

論ろ
ん

』か
ら『
勝し

ょ
う
敗は

い

論ろ
ん

』へ
」

　

家い
え

康や
す

が
教お

し

え
て
い
る
こ
と
は
、
北き

た

野の

氏し

が
「『
善ぜ

ん

悪あ
く

論ろ
ん

』
か
ら
『
勝

し
ょ
う

敗は
い

論ろ
ん

』
へ
」
と
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
て
い
る
こ
と
に

つ
な
が
る
だ
ろ
う
。
同ど

う

盟め
い

の
相あ

い

手て

は
、「
善ぜ

ん

悪あ
く

」
で
選え

ら

ぶ
の
で
は
な
く
、

「
勝

し
ょ
う

敗は
い

」
で
選え

ら

ば
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

そ
こ
か
ら
、
北き

た

野の

氏し

は
、
北ほ

っ

方ぽ
う

領り
ょ
う

土ど

を
奪う

ば

っ
た
ロ
シ
ア
や
、
慰い

安あ
ん

婦ふ

問も
ん

題だ
い

で
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うに
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
を
ま
き
散ち

ら
し
て
い
る
韓か

ん

国こ
く

を
、

同ど
う

盟め
い

国こ
く

と
す
べ
き
か
ど
う
か
、
に
つ

い
て
も
議ぎ

論ろ
ん

し
て
い
る
。『
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に

勝か

つ　

日に

本ほ
ん

の
大だ

い

戦せ
ん

略り
ゃ
く』
は
こ
う
い

う
深ふ

か

い
思し

索さ
く

か
ら
生う

ま
れ
て
き
て
い

る
。

「
あ
と
が
き
」
で
、
氏し

は
こ
う
い
う
。

　

日に

本ほ
ん

も
、
強

き
ょ
う

大だ
い

な
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
勝か

ち

た
け
れ
ば
、
明め

い

快か
い

な
大だ

い

戦せ
ん

略り
ゃ
くを
持も

ち
、
１
０
年ね

ん

～
２
０
年ね

ん

一い
っ

貫か
ん

性せ
い

６
．
北き

た

野の

幸よ
し

伯の
り

『
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の

知し

ら
な
い
「
ク
レ
ム
リ
ン
・

メ
ソ
ッ
ド
」
世せ

界か
い

を
動う

ご

か
す

１
１
の
原げ

ん

理り

』
集

し
ゅ
う

英え
い

社し
ゃ

イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
Ｈ
２
６

７
．
北き

た

野の

幸よ
し

伯の
り

『
日に

本ほ
ん

自じ

立り
つ

の
た
め
の
プ
ー
チ
ン
最さ

い

強き
ょ
う

講こ
う

義ぎ

』
集

し
ゅ
う

英え
い

社し
ゃ

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
、
Ｈ
２
５

８
．
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ル
ト
ワ
ッ

ク
『
戦せ

ん

争そ
う

に
チ
ャ
ン
ス
を
与あ

た

え
よ
』（
Ｋ
ｉ
ｎ
ｄ
ｌ
ｅ
版ば

ん

）

文ぶ
ん

春し
ゅ
ん

新し
ん

書し
ょ

、
Ｈ
２
９
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Governo do Japão prevê 
crescimento de 1,8% para o PIB 
do país em 2018

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD RÁDIO JAPÃO. 
nhk.jp/portuguese

Economia (14/12/2017)

O governo do Japão está 
para divulgar previsão de 
crescimento econômico 
em torno de 1,8% para o 
próximo ano fiscal, que 
começa em abril.
O sólido índice de 1,8% 
— descontada a variação 
de preços — vai repre-
sentar um aumento de 
0,4 ponto percentual em 

relação à previsão ante-
rior, que foi divulgada em 
julho. É provável que o 
crescimento nominal do 
PIB seja projetado para 
em torno de 2,5%.
Empresas do setor de ex-
portação exibem uma ele-
vação contínua do seu fa-
turamento que resulta do 
crescimento econômico 

global.
Também está previsto 
um aumento dos gastos 
do consumidor. Um novo 
sistema tributário a entrar 
em vigor no próximo ano 
fiscal deverá encorajar au-
mentos salariais e novos 
investimentos em fábricas 
e equipamentos pelas em-
presas.

Um acordo mundial li-
mita a quantidade de atum 
azul pescado no Oceano 
Pacífico por cada país e 
região. Sob tal acordo, o 
total pescado pelo Japão 
até junho, final da última 
temporada de pesca, ul-
trapassa sua cota. Há ain-
da preocupações de que o 
país voltará a ultrapassar 
a quantidade máxima na 
atual temporada. Tal fato 

O governo japonês vai 
levar em conta a previsão 
de crescimento econômi-
co para estimar o volume 
de arrecadação de impos-
tos. A previsão também 
será usada na elaboração 
do projeto orçamentário 
para 2018, que o governo 
espera finalizar este mês.

Comentário (13/12/2017)

Introdução de penalização 
para a pesca excessiva do 
atum no Japão

levou a comunidade in-
ternacional a observar de 
perto o Japão, maior con-
sumidor de atum azul no 
mundo.
Tendo isso em conside-
ração, o governo japonês 
introduziu o sistema de 
limite máximo de pesca 
autorizada (TAC, na si-
gla em inglês) que limita 
a atividade. No comentá-
rio de hoje, conversamos 

com Masayuki Komat-
su, pesquisador sênior da 
Fundação Tóquio e espe-
cialista em negociações 
internacionais de pesca. 
Perguntamos a ele se o 
sistema TAC será efetivo 
no gerenciamento da cota 
pesqueira.
“Até agora, limites autô-
nomos eram utilizados. 
Mesmo que houvesse um 
número determinando 
quantas toneladas pode-
riam ser pescadas, mui-
tas operadoras do setor 
faziam capturas acima do 
limite.
Recentemente, uma ope-
radora em Hokkaido pes-
cou mais de 500 toneladas 
de atum azul do Pacífico 
usando redes fixas. Tra-
ta-se de número 10 vezes 
a cota. Mesmo assim, a 
operadora não sofreu ne-
nhuma punição.
Acredito que a recente in-
trodução do sistema TAC 
seja um passo à frente, 
pois ela cria estruturas le-
gais que precisam ser res-
peitadas.
No entanto, também de-
veriam constar nas pu-
nições o confisco da em-
barcação pesqueira ou da 
licença de pesca, que não 
foram incluídas na lista.
Outra questão é o fato de 
que não se sabe bem o to-
tal de atum azul do Pacífi-
co que está sendo pesca-

Uma janela de um heli-
cóptero militar dos Esta-
dos Unidos caiu no pátio 
de uma escola primária de 
Okinawa, província sulina 
do Japão.
O helicóptero de tipo CH-
53 estava sobrevoando a 
Escola Primária Futenma 
2, na cidade de Ginowan, 
quando o incidente acon-
teceu, na manhã de quarta-
feira. A escola está situada 

próxima da Base Aérea 
de Futenma do Corpo de 
Fuzileiros Navais dos Es-
tados Unidos, onde o he-
licóptero fica estacionado.
O conselho educativo da 
cidade disse que cerca de 
50 estudantes, se encon-
travam no campo, na oca-
sião. Disse ainda que um 
deles foi atingido no braço 
por um objeto que caiu. O 
conselho posteriormente 

confirmou que o estudante 
não ficou ferido.
Segundo a polícia, a jane-
la caída media cerca de 90 
cm de extensão e 85 cm de 
altura, pesando cerca de 
7,7 kg. A janela teria caído 
a cerca de 10 metros das 
crianças.
Os Fuzileiros Navais dos 
Estados Unidos no Japão 
emitiram uma declaração 
admitindo o acidente, que 

Janela de helicóptero americano cai 
em escola de Okinawa

Okinawa (13/12/2017)

segundo eles teve lugar às 
10h09 minutos da manhã. 
A declaração afirma que o 
incidente está sendo con-
siderado bem seriamente e 
uma investigação está em 
andamento. Eles também 
ofereceram desculpas aos 
residentes locais e pede 
que fiquem fora do local 
para sua própria seguran-
ça.

A Guarda Costeira do 
Japão informou que o nú-
mero de prováveis embar-
cações da Coreia do Norte 
encontradas em 2017 foi o 
maior dos últimos 5 anos.
Oitenta e três barcos de 
madeira foram encontra-
dos encalhados ou à deriva 
próximos à costa japonesa 
desde o início do ano.
Na quarta-feira, autorida-
des encontraram a mais 
recente embarcação, com 
dois corpos a bordo. Eles 
tinham distintivos mos-
trando o ex-líder norte-co-
reano Kim Jong Il.
A maioria dos barcos en-
contrados neste ano esta-
vam vazios. Entretanto, 
um total de 42 pessoas 
foram encontradas vivas e 
19 mortas.
Um número acima do nor-
mal de barcos da Coreia 
do Norte adentraram na 
zona econômica exclusiva 
do Japão nos últimos me-
ses.
Acredita-se que Pyon-
gyang está enviando pes-
cadores para as águas 
japonesas devido a dificul-
dades financeiras causadas 
por sanções internacio-
nais.
Autoridades também 
mencionaram o mar bra-
vio como outro fator pos-
sível. A Guarda Costeira 
do Japão diz que está am-
pliando suas patrulhas.
veis embarcações da Co-
reia do Norte encontradas 

Coreia do Norte (14/12/2017)

Japão registra maior número 
de barcos norte-coreanos em 
suas águas desde 2013

em 2017 foi o maior 
dos últimos 5 anos.
Oitenta e três barcos de 
madeira foram encon-
trados encalhados ou à 
deriva próximos à costa 
japonesa desde o início 
do ano.
Na quarta-feira, auto-
ridades encontraram a 
mais recente embarca-
ção, com dois corpos 
a bordo. Eles tinham 
distintivos mostrando o 
ex-líder norte-coreano 
Kim Jong Il.
A maioria dos barcos 
encontrados neste ano 
estavam vazios. Entre-
tanto, um total de 42 
pessoas foram encon-
tradas vivas e 19 mor-
tas.
Um número acima do 
normal de barcos da 
Coreia do Norte aden-
traram na zona econô-
mica exclusiva do Ja-
pão nos últimos meses.
Acredita-se que Pyon-
gyang está enviando 
pescadores para as 
águas japonesas devido 
a dificuldades financei-
ras causadas por san-
ções internacionais.
Autoridades também 
mencionaram o mar 
bravio como outro fa-
tor possível. A Guarda 
Costeira do Japão diz 
que está ampliando 
suas patrulhas.

do. Operadoras de pesca 
no Japão não precisam 
declarar o volume captu-
rado e não há terceiros ve-
rificando tais dados. Por 
esta razão, é altamente 
questionável que se possa 
criar um sistema viável de 
regulação com base nos 
dados atuais, que são im-
precisos.
No momento, segundo 
padrões internacionais, a 
população de atum azul 
do Pacífico caiu para um 
nível em que toda a pesca 
deveria ser interrompida. 
Todas as capturas deve-
riam ser interrompidas 
por um período de 3 a 5 
anos para que a popula-
ção possa se recuperar 
efetivamente. No entanto, 
como o atum azul é uma 
importante espécie para o 
Japão, o governo decidiu 
tomar medidas a longo 
prazo, sem suspender sua 
pesca.
Neste caso, o governo 
deveria informar o con-
sumidor geral sobre como 
as medidas introduzidas 
vão levar ao crescimen-
to da população do atum 
azul do Pacífico. Porém, 
isso também não foi feito.
A estrutura introduzida 
deixa aberta a possibili-
dade de que a situação se 
deteriore. Isso dá a im-
pressão de que ainda há 
muito a ser feito.”
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